青明舎　フェイスシート

　　　平成19年　4月　23日　担当：清水　博己

	入　所　者
	氏　名　　　森田　清助　　男・女　　　　昭和　２７年　６月　１５日生（５４歳）

	
	住　所　　　八戸市大字田面木エヒサ沢１－２３三楽アパートD号室　　電話　0178-43-2712

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	昭和５８年頃（３１歳時）
	罹 患 期 間
	約２３年

	
	入院回数
	　　　　　４回
	延べ入院年数
	約　　年

	医療機関
	　青南病院
	外来受診日
	（週　１回）

	医療区分
	国保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	障害基礎年金２級（6.6万円）

	
	その他
	うみねこ幸房からの工賃（数千円）

	障害程度区分
	なし

	日中活動の場
	小規模作業所うみねこ幸房、ナイトケア、（週1回訪問看護）

	住まいの場
	単身アパート生活

	入所年月日
	
	身長
	160cm
	体重
	　　　　kg

	最終学歴
	南郷中学校
	免許・資格
	なし

	職　歴
	大工
	

	保　護　者
	氏　名　　森田　秀美　　　　　　様　　　　　　　続柄　　兄　　　（同居　・否）

	登録目的

　現在の生活を維持しながら、うみねこ幸房や短期アルバイトをしながら自分らしい生活を送る。

	入院・治療歴

	昭和５９年～昭和６０年　　　　　　　　　　　　外来　　　八戸市民病院

昭和６０年５月　日～昭和６１年５月　　日　　　入院　　　三沢精神病院

昭和６１年５月　日～平成　１年７日　　　　　　外来　　　八戸市民病院

平成　１年１２月　日～平成８年７月　　日　　　入院　　　青南病院

平成　８年　７月　日～平成１１年６月６日　　　入院　　　青南病院

平成１７年８月２４日～平成１７年９月１１日　　入院　　　青南病院

	生活歴

南郷村にて同胞６名の第４子として出生。２，３歳の頃てんかん発作を起こしているが以降はない。中学校卒業後、大工として東京、八戸にて働くがS５８年１０月、突然実家に戻っている。S59年に精神科に初受診している。以降、数回の精神科への入退院を繰り返すようになっている。再発の原因はいずれも医療中断であった。H1年１２月に青南病院へ１回目の入院。H8年７月、開放病棟にて入院加療中、無断離院している。将来への不安を理由とした衝動的な行為であった。自宅に戻っているが１０日間ほど過ごした後、自ら入院加療の必要があると希望があり、H8年７月１８日、青南病院に２回目の入院となっている。平成１１年６月６日青南病院を退院し、生活訓練施設青山荘へ入所となる。平成１２年１０月２４日から（～平成１５年１０月２３日）甲田クリーニングで社会適応訓練事業で訓練を開始。平成１４年６月３０日青山荘を退所、その後単身アパート生活を送る。平成１７年８月２４日パチンコで所持金を使ってしまい入水自殺を図り、警察に保護され同日青南病院に入院となる。同年９月１１日青南病院を退院し、単身アパート生活を送る。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親は他界し、長兄が保護者。長兄家族は本人の発病時のことを引きずって本人への援助に拒否的である。面会は月１回程である。年金は本人が管理し、生活費をやりくりする。


平成　19年　 4月23日　（月）

	氏　名
	森田　清助　様
	男・女
	生年月日
	昭和　27年　6月15日（54歳）


	長期目標（中期・短期）

	現在の生活を維持しながら、うみねこ幸房や短期アルバイトをしながら自分らしい生活を送る。


	これまでの経過（前回評価日　H　　年　　月　　日）

	うみねこ幸房通所　　月曜日～金曜日　週5日、　

ナイトケア通所　　　月曜日～金曜日　週５日

外来週１回

訪問看護　土曜日週１回

青明舎訪問　土曜日週１回

生活状況

　訪問看護、青明舎の週１回の訪問で生活状況を確認している。金銭管理は自己管理で行っており時々パチンコをしている姿を見かける。体重が増加している。

　

日中の活動状況

社会適応訓練事業（甲田クリーニング）終了後は、パート雇用にはならず、自力で就職活動を行っていた。

平成１６年６月２日　青森県精神障害者雇用促進事業を活用し、青山荘へ雇用となった。平成１７年３月３１日までの雇用終了後も自力で就職活動を行っていたが採用にはならず。平成１７年６月２３日から、うみねこ幸房通所開始となる。青明舎が紹介する短期アルバイトには積極的に参加する。


プラン計画者　氏名：清水　博己

	問題点
	介入方法
	支援期間

	日常生活での困った事、緊急時になっても一人で抱え込んでしまう
	困ったこと、相談などがある場合でも、本人から相談に来る事が殆

どないため、本人との関わりを通して、相談しやすい環境を整える。

・日中活動状況、生活状況の確認

・本人の抱えているストレスなどを抱えている場合には、ストレス発散方法のアドバイスを行う。

・金銭管理で遣り繰りが上手くいかない時があり、再発や突発的な行動の引き金になる為、金銭管理状況を訪問の際に確認。

・日中活動場所、ナイトケアからの異変時の情報収集網を構築する。
	　　 ヶ月

	就労について

・一般就労を希望している。

・自己評価が高い
	・職場実習や短期アルバイトをしながら自分の能力、現状を把握してもらう。

・本人の能力と現状を把握したうえでの、短期アルバイトの紹介を行い負荷の少ないような就労形態をとる。
	     ヶ月


修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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